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中部横断自動車道の概要

中部横断自動車道は、総延長約１３２ｋｍの高速道路

中部横断自動車道は、静岡県静岡市から長野県

小諸市に至る高速道路です。

現在、山梨県の増穂ＩＣ～双葉ＪＣＴ間および

長野県の佐久南ＩＣ～佐久小諸ＪＣＴ間が開通し

ており、新清水ＪＣＴ～増穂ＩＣおよび（仮称）

八千穂ＩＣ～佐久南ＩＣ間は、国土交通省および

ＮＥＸＣＯ中日本が整備を進めています。

長坂～八千穂間は、計画段階評価を実施中

長坂～八千穂間は、平成２２年１２月から公共

事業の実施過程の透明性を一層向上させる観点か

ら、地域の声を聞きながら計画段階において事業

評価を行う新しい取り組みを実施しています。
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計画段階評価の概要

公共事業公共事業公共事業公共事業のののの実施過程実施過程実施過程実施過程のののの透明性透明性透明性透明性をををを一層向上一層向上一層向上一層向上させるためさせるためさせるためさせるため、、、、事業事業事業事業のののの必要性等必要性等必要性等必要性等がががが検証可能検証可能検証可能検証可能となるようとなるようとなるようとなるよう評価評価評価評価

のののの手法手法手法手法をををを改善改善改善改善するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、計画段階計画段階計画段階計画段階でのでのでのでの事業評価事業評価事業評価事業評価をををを新新新新たにたにたにたに導入導入導入導入

政策目標評価型事業評価として、以下の取り組みを実施する。

①事業の必要性や内容が検証可能となるよう評価の手法を改善

○事業目的となる解決すべき課題・背景の把握、原因分析

○政策目標の明確化

○政策目標に応じて評価項目を設定し、代替案を提示した上で、

具体的なデータやコスト等から比較、評価

②計画段階の事業評価を導入

○代替案の比較評価を行う計画段階における事業評価を実施

政策目標評価型事業評価の導入 【政策目標評価型事業評価の一般的な流れ】

対応方針の決定

必要性の再検証、事業内容（詳細

チェック）、Ｂ／Ｃ等の評価項目

必要性の再検証、コスト縮減の可能

性、Ｂ／Ｃ等の評価項目

効果等の検証

解決すべき課題の把握・原因分析

Ａ案

代替案の比較、評価

Ｂ案 Ｃ案

政策目標の明確化

意見

〔都市計画や環境影響評価の手続〕

計画段階評価（新たに導入）
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新規事業採択時評価
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事後評価

2



中部横断自動車道（長坂～八千穂）の流れ

※コミュニケーション活動とは

中部横断自動車道(長坂～八千穂)の今後の整備方針について、皆様のご意見をお伺いします。

※概略計画とは

道路が通過する概ねのルート(概ね1/25,000～1/50,000スケールで、概ね 幅250m～1km程度のルート帯)や構造等の検討を行います。

社会資本整

備審議会

関東地方小

委員会

地域の課

題・目標

対策案につ

いて審議

社会資本整

備審議会

関東地方小

委員会

みなさまの

ご意見を報

告し対策案

の審議「中

間とりまと

め」を公表

社会資本整

備審議会

関東地方小

委員会

みなさまの

ご意見を報

告し対策案

の審議

第１回

アンケート(回答数：道路利用者7,299件、経済界等

79団体、地元自治体9市町村)

地域の課題、目標、対策案の“妥当性”について

コミュニケーション活動※

・意見交換会

テーマ

「環境・景観の

保全」

「旧清里有料道

路の活用」

追加のコミュニ

ケーション活動

「計画段階評価」とは、公共事業の実施過程の透明性を一層向上させる観点から、地域の声を聞きながら、計画段階

において事業評価を行う新しい取り組みです。

現現現現 在在在在

第２回

アンケート(回答数：道路利用者19,892件、経済界等

60団体、地元自治体9市町村)

オープンハウス(説明の場）：沿線10会場で18日開催

パネル展：沿線10会場で開催

地域の課題、目標、対策案の“妥当性”について
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周辺地域の課題と目標

周辺地域周辺地域周辺地域周辺地域のののの課題課題課題課題

産業物流の

課題

救急医療の

課題

観光地連携の

課題

日常生活の

課題

国道141号の

課題

地域活性・

連携の課題

過疎化・

高齢化の課題

公共交通の

課題

環境・景観を保全

することの課題

課題課題課題課題をををを解決解決解決解決するためのするためのするためのするための目標目標目標目標

生産品の

輸送時間短縮

救急医療への

移動時間短縮

主要な観光地間

の連携向上

地域の生活交通

の円滑化

災害時の

代替路の確保

企業誘致・雇用

の促進

現道の走行性・

安全性の向上

公共交通の

利便性の向上

環境・景観の

保全

●救急医療施設まで

の救急搬送に時間が

かかるため、救急医

療の速達性や医療

体

制の充実に課題。

●地域の農産物（高原

レタス）などを消費地

まで運ぶのに時間が

かかるため、産業物

流の速達性や定時

性

に課題。

●軽井沢や清里･小淵

沢など、観光地間の

移動に時間がかかる

ため、主要な観光地

間の連携不足や観

光

資源の活用に課題。

●近郊都市までの買

い物や通勤に時間が

かかるため、日常生

活の移動性に課題。

●地域の幹線道路で

ある国道１４１号には、

急カーブ、急坂、豪

雨

時の通行止め規制、

冬期の凍結などの区

間があり、走行性や

安全性の課題と、他

に地域間を結ぶ幹線

道路が少ないことや

代替路がないことに

課題。

●人口の減少による

過

疎化や高齢化が進

行

していることに課題。

●地域の活性化や他

地域との交流や連携

が不足していること

に

課題。

●鉄道やバスなどの

公

共交通機関の運行

本

数が不足しているこ

と

に課題。

●沿道環境や地域の

豊かな自然環境・貴

重な景観を保存して

いくことが、地域の重

要な課題。

●高速道路までのアク

セス時間を短縮し、

生産品の総輸送時

間

の短縮や定時性の

向

上。

●救急医療施設まで

の救急車の患者搬

送

時間を短縮。

●主要な観光地間の

移動時間を短縮。

●近郊都市まで買い

物や通勤などの移動

時間の短縮。

●交通事故を減少さ

せ

ることによる、走行性

や安全性の向上。

●地震などの災害時

や雪害・事故による

通行止が発生した場

合も地域の交通機能

を確保。

●地域内や地域外か

らの通勤時間の短縮、

長距離流通の輸送

時

間の改善などによる、

企業誘致や雇用確

保

による過疎化や高齢

化の抑制につながる

環境整備。

●現道の交通量が減

少することによる現

道

の走行性や地域のア

クセス性を改善し、バ

スなどの公共交通の

利便性向上につなが

る環境整備。

●環境・景観に配慮し

た構造とする等、必

要な対策を講じるこ

と

により影響を最小限

とする。
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対 策 案
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中間とりまとめ

○中部横断自動車道（長坂～八千穂）については、平成22年12月より、計画段階評

価の試行に着手し、自治体や関係団体を含む地域の方々の意見を伺いながら、対

策案の検討を進めてきたところ。

○今般、各対策案の特徴を比較及びそれに対する自治体や関係団体を含む地域の方

々の意見を受けた結果、以下の通りとりまとめる。

・対策案としては高速道路の整備（【案①】全区間で新たに道路を整備する案、又

は、【案②】旧清里有料道路を一部区間で有効利用する案）が有効であると考え

られる。

・一方で、一部地域において「環境・景観の保全」に対する根強い意見が依然とし

て見受けられること等から、今後、高速道路の整備を基本的な方向性としつつ、

追加的なコミュニケーション活動を実施したうえで、当委員会の最終的な評価を

とりまとめる。
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中間とりまとめ

＜参考資料＞ 中部横断自動車道（長坂～八千穂）第２回 アンケートより
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中間とりまとめ

＜参考資料＞

質問１【課題を解決するための目標】

・地元住民、地元９市町村、経済界等に共通する意見として、各地域ともに「災

害時の代替路確保」を重要としている。

・その他、各地域の実情に応じて、「生産品の輸送時間の短縮」、「救急医療施

設への移動時間短縮」、「現道の走行性・安全性の向上」、「環境・景観の保

全」を重要とする意見があった。

・また、一部地域の地元住民等からの回答では、「環境・景観の保全」が特に重

要とする意見があった。

質問２【対策案】

・【案①】全区間で新たに道路を整備する案、又は、【案②】旧清里有料道路を

一部区間で有効利用する案に対する意見が多かった。一方、一部地域では、

【案③】国道１４１号(一般道)を改良する案を強く望む意見もあった。

・また、「コスト縮減に関する意見」、「短期間による整備を望む意見」、「景

観・環境への配慮に対する意見」等もあった。
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